
生活科の基本原理

小学校低学年教育の在り方全体を視野に置き、小学校低学年の子
供の発達上の特性や学校教育の基礎段階であることなどを踏まえ、
低学年教育のねらいがより充実して達成できるようにするためには、
教科を集約し再構成した方が適当である。

①児童が自分たちとの関わりにおいて人々（社会）や自然を捉え、

②児童の生活に即した様々な活動や体験を通して社会認識や自然
認識の芽を育てるとともに、

③そのような活動や体験を行う中において自己認識の基礎を培い、
生活上必要な習慣や技能を身につけさせ、自立への基礎を養う

（小学校低学年教育問題懇談会審議まとめ（昭和61年7月）より。）
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(3)自分自身

(2)自然事象 (1)社会事象

自分

(4)
活動と表現

生活科の学年目標の構造

(1)自分と人や社会とのかかわり (2)自分と自然とのかかわり

(3)自分自身 (4)生活科特有の学び方(活動と表現）

生活科の学年目標の項目

（小学校学習指導要領解説 生活科編より）
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基本的な視点(教科の基本的な構成原理）

(1)自分と人や社会とのかかわり

(2)自分と自然とのかかわり

(3)自分自身

学習対象等 思考・認識等 能力・態度等

(1) ■身近な人々及び地域
の様々な場所、公共物な
ど（かかわりに関心をも
つ）

■地域のよさに気付く

■自分の役割や行動の
仕方を考える

■愛着をもつ

■安全で適切な行動が
できる

(2) ■身近な動物や植物など
の自然（かかわりに関心
をもつ）

■自然の素晴らしさに気
付く

■自然を大切にする■
遊びや生活を工夫する

(3) ■身近な人々、社会及び
自然（かかわりを深める）

■自分のよさや可能性に
気付く

■意欲と自信をもって
生活する

生活科の学年目標の構成要素

（小学校学習指導要領解説 生活科編より）
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(1) 自分と人や社会とのかかわり

(2) 自分と自然とのかかわり

(3) 自分自身

生活科の内容構成の基本的な視点

ア 健康で安全な生活 イ 身近な人々との接し方

ウ 地域への愛着 エ 公共の意識とマナー

オ 生産と消費 カ 情報と交流

キ 身近な自然との触れ合い ク 時間と季節

ケ 遊びの工夫 コ 成長への喜び

サ 基本的な生活習慣や生活技能

生活科の内容構成の具体的な視点

（小学校学習指導要領解説 生活科編より）
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①学校の施設 ②学校で働く人

③友達 ④通学路

⑤家族 ⑥家庭

⑦地域で生活したり働いたりしている人

⑧公共物 ⑨公共施設

⑩地域の行事・出来事

⑪身近な自然 ⑫身近にある物

⑬動物 ⑭植物

⑮自分のこと

生活科の内容を構成する具体的な学習対象

（小学校学習指導要領解説 生活科編より）
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現行学習指導要領における内容の階層性

（小学校学習指導要領解説 生活科編より）
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現行学習指導要領における内容の全体構成

（小学校学習指導要領解説 生活科編より）
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